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Oi--
交
通
事
故
問
題
は
、
い
ま
や
犬
舎
な
社
会
問
題
k
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

i
:
。

Oi---本
町
は
成
回
世
間
道
に
治
っ
た
町
で
あ
り
、
又
園
遊
六
号
線
な
ど
交
通
の
激
し
い
所
が
多
。

AVi---〈
、
常
に
交
通
災
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
蜘
聞
に
あ
り
、
町
で
も
数
々
。
交
通
安
全
対
i

o

Avi---策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、

ζ
れ
ら
の
災
害
に
対
す
る
補
償
対
策
と
し
で
十
二
月
定
例
:
。

O
i
-
-議
会
で
、
町
民
交
通
俗
童
保
障
条
例
が
可
決
成
立
L
ま
し
た
。
:
:
・

j
i
-
-
'
:
・・

0

町
民
の
総
力
で
補
償
を

円

い
て
、
国
民
の
一
人
一
人
が
真

剣
に
考
え
、
交
通
安
全
思
想
を

高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
間
短
だ
主
患
い
ま
す
。

事
故
防
止
に
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
安
全
対
策
を
檎
ず
る
こ

主
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
交
通

事
故
の
開
制
は
、
い
ま
や
具
体

的
な
補
償
対
策
を
も
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

き
て
お

9
ま
す
。

交
通
事
故
の
補
償
は
、
住
民

の
総
力
で
と
い
う
こ
と
で
、
全

留
の
多
く
の
市
町
村
に
お
い
て

交
通
傷
者
保
津
制
度
を
実
施
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い

て
も
昨
年
十
二
月
の
定
例
町
議

会
に
、
我
孫
子
町
民
交
通
傷
害

保
符
条
例
案
を
提
案
し
、
こ
れ

が
可
決
成
立
さ
れ
、
本
年
沼
月

-
日
か
ら
町
民
交
通
皇
官
保
障

制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
町
が
交
通
事

故
に
よ
り
傷
害
を
受
け
た
人
を

日

救
前
ず
る
た
め
、
町
交
通
傷
害

保
障
制
度
を
設
け
町
民
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
紅
の
場
迭
を
図
る

た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す

と
の
制
度
は
、
町
を
保
険
契

約
者
、
加
入
者
を
被
保
険
者
と

し
て
、
町
の
指
定
す
る
社
団
法

人
日
本
損
害
保
鉄
協
会
加
盟
の

損
害
保
険
会
社
を
保
険
者
と
す

る
、
町
民
交
通
傷
害
保
険
契
約

に
基
づ
い
て
行
な
う
も
の
で
す

次
に
、
と
の
制
度
の
内
容
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
述
べ
て
み

ま
す
。

V

保
険
期
間
保
険
期
間
は
、

四
月
一
白
か
ら
刑
罰
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

軍
保
険
料
保
鉄
料
は
一
人
に

つ
き
年
額
三
百
六
十
円
で
、
一

日
一
円
の
締
金
で
す
。
ま
た
、

中
途
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
こ

の
場
合
の
保
険
料
の
計
算
は
、

加
入
し
た
自
の
月
か
ら
起
算
し

月
割
一
一
一
十
円
に
月
数
を
案
じ
た

金
額
が
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

会 主君 日 時

第 4 小手校 2月 10日(土} 午後2時一4時

舟戸台青年館 12日(月) 午前1加寺-12時

ときわ脊年銭 。 。 。 午後2時-.4時

土谷津公民館 。 13日(火) 午前1由時-12時

久寺家青年総 4シ • . 午後2時-4時

税孫子中央公民館 14日 (水) 午前1由時-12時

興 鴻 寺 。 . . 午後2時-4持

高野山青年鎗 。 15日(木) 午前1制時-12時

商工会館 • 。 。 午後2時-4時

青山公民総 。 16日{金) 午前1加幸一1鈎寺

西 背 号年 • . • 午後 21場-4時

泌総青年館 17日(土) 午鈴l伊寺'--1怨寺

我孫子第2小学校 。 。 • 午後2時-4時

。 第3小学校 18日(日) 午前1僻 -12待

。 第1小学校 . • • 午後2時-4時

中綜上青年館 。 19日間午前1時一1時

中降下公民結 。 • 。 午後2時-4待

新木青 年館 20日(火) 午前1加幸一12時

中 星公民館 。 . 。 午後2待-4時

布佐下公民館 。 21日(水) 午前1臨時-1211寺

布佐都 青年館 。 22日(木) 午前日時-1211寺

布佐中央青年館 . φ . 午後2時-4待

;胡寸t中体育館 。 24日 (土) 午前1由時-1苗培

布佐小学校 。 。 . 午後2時一4時

の

掛

金
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交じ設おのいは途
開I民交通傷害保険説明会開催日程表 返っ街よ安ま大を毎

のつのび全すき た年
安あ交地対。など交
金り通方策こ社つ過
とま安公にの会て事
いす全共つ交関お放
うが諸国い遜題りは
こ 、 対 体 て 事 と、増
と同策がは放な現 加
に時を、、防つ在の
つに檎施国止てでー

な
お
、
生
活
保
護
者
お
よ
び

小
学
校
新
入
学
児
童
に
つ
い
て

は
、
町
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お

9
ま
す
。

V
担
保
の
対
象
と
の
保
険
で

該
当
す
る
事
故
は
内
動
車
、

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
‘
向
転
車
、

荷
車
な
ど
に
乗
っ
て
い
て
、
間
山

突
し
た
り
、
つ
い
洛
、
て
ん
ぷ

く
し
た
り
し
た
事
故
ま
た
、

こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た

り
、
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
で

す
。
た
だ
し
、
電
車
、
汽
車
、

航
雫
機
、
飴
舶
な
ど
に
よ
る
事

故
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

wv
保
険
金
の
支
払
加
入
者
が

事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
保
険
金

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
死
亡
の
と
き
:
五
十
万
円

二
、
け
が
を
し
て
医
師
の
治
療

安
う
け
た
と
き

O
治
療
期
間
六
ヶ
月
川
上
の
場

合
・
・
・
十
万
円

。
治
療
期
間
三
ヶ
月
以
上
六
ゲ

月
未
満
の
場
合
i
五
万
円

。
治
療
期
間
一
ヶ
月
以
上
三
ケ

月
未
満
の
場
合
・
二
万
円

C
治
療
期
間
一
週
間
間
以
上
一
ケ

月
未
満
の
場
合
j
豆
千
円

。
治
療
期
間
一
凋
問
未
満
の
場

合
i
二
千
円

wv
請
求
の
手
続
事
故
が
起
っ

た
主
き
は
、
町
役
場
の
窓
口
で

保
険
金
請
求
。
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
議
方
で
事
故

に
あ
い
、

J

そ
こ
で
治
療
を
受
け

た
と
き
な
ど
は
も
よ
り
の
損

虫
夏
険
会
社
で
も
請
求
手
続
が

で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

で
説
明
会
寺
開
催
し
ま
す
の
で

隣
近
所
お
さ
そ
い
の
う
え
お
い

で
く
だ
さ
い
。

こ
の
交
通
傷
害
保
険
代
皆

さ
ん
の
た
め
に
、
附
町
が
抽
出
害
保

険
会
社
と
契
約
し
て
行
な
う
も

の
で
あ
り
、
保
険
料
も
担
問
一
一
一

百
六
十
河
と
大
変
少
額
の
世
間
金

主
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

家
族
ぐ
る
み
で
、
ぜ
ひ
加
入
さ

れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま

す。

七
十
才
に
な
っ
た
ら

者
令
福
祉
年
金

老
令
福
祉
年
金
は
m
N
才
以
上
ら
一
定
額
以
上
の
年
金
を
受
け

の
お
年
寄
り
の
方
に
少
し
で
も
て
い
る
と
き
で
す
o

こ
の
場
合

は
た
と
え
旬
才
以
と
に
な
っ
て

く
ら
し
の
足
し
に
な
る
よ
う
に

い
る
人
で
も
老
令
福
祉
年
金
は

b
ぅ
ト
と
で
設
け
ら
れ
た
年

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
ど
承
知

金
で
す
が
、
全
額
国
の
負
担
で
く
H

亡
き
H
。

支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い

:
:
1

こ
の
制
限
は
毎
年

ま
ず
か
ら
あ
る
て
い
ど
生
活
に
ゆ
る
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か

り
の
あ
る
方
に
は
ど
遠
慮

ら
年
金
の
-
部
が
支
給
さ
れ
る

頗
ラ
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

場
合
も
あ
り
ま
す
。

初
才
以
上
で
老
令
福
祉
年
金
が
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係

支
給
さ
れ
な
い
の
は
本
人
か
配
に
お
い
で
下
さ
い
。

偶
者
、
あ
る
い
は
扶
養
義
務
者
老
令
福
祉
年
金
は
初
才
以
上

の
方
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
の
お
年
寄
り
で
あ
れ
ば
、
だ
れ

以
上
の
人
と
か
恩
給
や
厚
生
年
で
も
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ

金
な
ど
、
ほ
か
の
年
金
制
度
か
り
ま
す
か
ら
ま
だ
請
求
さ
れ

最
近
に
お
け
る
綬
戸
十
字
路

の
混
雑
ぷ
り
は
、
年
末
年
始
に

輸
を
か
け
て
「
交
通
戦
争
」
と

い
う
言
葉
が
痛
切
に
感
じ
ら
れ

る
現
状
と
い
っ
て
は
云
い
過
ぎ

だ
ろ
う
か
企
東
京
方
聞
か
ら
き

て
右
折
し
よ
う
と
す
る
車
は
命

が
け
で
危
険
に
き
ち
さ
れ
て
い

る
V
取
手
方
面
か
ら
き
て
右
折

し
て
我
孫
子
へ
入
る
大
型
車
は

や
っ
と
の
こ
と
で
カ
ー
ブ
し
て
ど
の
位
広
く
な
る
k
聞
か
れ
る

い
る
V
町
で
は
こ
の
実
情
を
県
が
広
く
す
る
の
は
六
号
国
道
の

に
訴
え
て
根
戸
十
字
路
を
広
く
南
側
閣
の
県
道
成
孫
子
1
二
川
梢
堕

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
を
拡
巾
す
る
と
と
に
な
る
甲
我

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
よ
う
や
く
孫
子
の
方
か
ら
六
号
国
道
に
肉

本
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
る
こ
っ
て
左
側
(
神
社
が
あ
る
〉
に

と
応
な
っ
た
V
昨
年
秋
か
ら
そ
五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
十

の
用
地
取
得
に
つ
い
て
お
闘
い
七
五
八
坪
〉
右
側
に
九
十
三

し
芝
い
た
地
主
き
ん
の
理
解
あ
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
二
十
八
・

る
協
力
を
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
一
一
一
一
坪
広
が
る
計
一
闘
で
あ
る
と

な
っ
た
こ
と
は
、
新
春
の
嬉
し
と
を
附
記
す
る
曹
と
の
工
事
が

い
話
題
で
あ
る
V
早
速
月
か
一
日
も
早
〈
完
成
し
て
少
し
で

ら
工
場
に
着
手
し
て
年
度
末
(
も
交
通
安
全
に
寄
与
で
き
た
ら

本
年
三
月
)
ま
で
に
は
完
成
で
土
木
行
政
に
こ
の
上
の
喜
び
は

き
る
予
定
と
開
聞
く
マ
そ
れ
で
は
な
い
。

て
い
な
い
方
は
役
場
年
金
係
で

請
求
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
が
請
求

し
な
い
で
五
年
間
そ
の
ま
ま
放

っ
て
お
き
ま
す
と
時
効
に
よ
っ

て
折
角
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
が
生

じ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
必
要
な

手
続
き
を
す
る
よ
う
こ
こ
ろ
が

け
て
く
だ
さ
い
。

老
令
福
祉
年
金
の
額
は
現
在
月

額
一
、
五

O
O円
で
す
が
、
昭

和
四
十
三
年
一
月
か
ら
は
一
、

六

O
O門
に
引
き
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
整
備
改
善
の

巡
回
相
談

本
町
は
、
東
京
近
郊
都
市
と

写真・・出初式

町の出初式i土. 1月11日午前9時から我孫子中学校

校庭で来賓多数をむかえ、団長以下312名が参加して

行なわれました。

は
い
え
主
な
産
業
は
農
業
に
頼

る
主
己
ろ
が
大
き
く
、
都
市
部

に
く
ら
べ
て
、
い
ま
だ
に
た
ち

お
く
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
従

事
す
る
人
の
夢
を
そ
こ
な
わ
せ

て
い
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
産
の
面
に
、
生

活
合
理
化
の
函
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
整
備
改
善
の
巡
回
相
談
を
県

の
主
体
で
行
な
い
ま
す
の
で
ど

相
談
く
だ
さ
い
。

@
相
談
場
所

柏
農
業
改
良
普
及
事
務
所

@
期
日

二
月
六
日
〔
火
曜
日
)

@
相
談
内
容

個
人
、
公
共
施
設
に
関
す
る

相
談
ハ
住
宅
の
新
築
増
改
築

の
相
談
、
ま
た
資
金
商
に
つ

い
て
、
集
会
場
、
病
院
、
し

尿
処
理
施
設
な
ど
。
)

な
お
、
相
談
の
対
象
は
偶
人

的
立
場
で
も
、
団
体
の
代
表
と

し
て
の
相
談
で
も
受
け
付
け
ま

す。区
画
整
理
審
議

会
委
員
の
選
挙

我
孫
子
町
都
市
計
画
天
王
台

土
地
区
画
整
備
審
議
会
要
員
の

任
期
満
了
(
昭
和
四
十
二
年
十

二
月
)
に
伴
う
改
選
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

闘
幽
選
挙
期
日
の
公
告

一
月
十
二
日

閣
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
及
び
異

議
申
立
期
間

二
月
九
日

i
一
ニ
十
二
日

箇
委
員
立
候
補
及
び
推
務
局
受

理
期
間

二
月
二
十
六
日

t
一
ニ
月
六
日

圏
投
票
日

三
月
二
十
二
日

な
お
、
選
挙
人
名
簿
は
天
王

台
現
場
事
務
所
(
東
我
孫
子
〉

で
縦
覧
い
た

L
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
該
当
者
は
、
施

行
地
区
内
の
土
地
所
有
者
と
借

地
権
を
有
す
る
も
の
で
す
。
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内
，
b、zp

m

行
地
河

口付同日日巧
〆
向竿的

制和明
国
鉄
常
磐
揖
開
設
孫
子
荻
と
敬

一
手
駅
の
ほ
ほ
中
間
岡
崎
地
点
へ
の
務

一
訳
〈
仮
称
天
王
台
関
航
〉
の
役
経

一
は
、
町
の
総
合
時
既
設
計
一
綴
に
謙

一
づ
い
て
行
な
っ
て
い
ま
す
診

一
柴
崎
・
榔
内
山
・
下
ケ
戸
方
磁
の

一
密
機
波
叶
叫
に
よ
る
泌
緩
蹴
開
発
色

一
銭
拙
械
な
関
係
に
あ
る
も
の
で
こ

の
柏
崎
欲
的
機
閥
臓
は
、
}
に
結
期
制
執

こ
の
偶
瓶
榔
胤
に
か
か
っ
て
お
守
主

z
ナ。

ー
と
の
こ
と
を
裏
返
し
て
い
う

量
的
な
ら
ば
‘

ζ

の
地
域
の
岡
開
発
は

新
訳
設
霞
を
前
提
と
し
て
遂
め

報
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
争
、

新
開
帆
設
震
が
地
域
世
間
援
申
「
カ

足
ギ
」
を
滋
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
逃
習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

釈
の
綾
畿
は
、
蹴
中
に
こ
の
拍
地
栂
棋

の
数
回
臓
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て

は
符
勢
の
伶
綴
に
ウ
な
が
る
も

の
で
あ
皆
、
策
米
朝
伸
の
滋
柑
坤
紺
僻

今

春

中

も

決

定

AVi--・
酔
吋
で
獄
、
十
万
却
期
務
総
殺
の
た
め
の
磯
お
k
も
い

F
べ
章
、
大
柄
錦
繍
棋
な
宅
地
議
成
に
よ
る
柏
崎
模
擬
聴
加
を
、
，

a:
争

AVi---湾
総
一
殺
に
よ
れ
ツ
あ
る
い
は
日
本
一
公
開
問
、
陣
内
側
開
会
構
加
の
手
に
よ
っ
て
渓
恋
愛
ん
に
後
し
進
め
て
い
ま
す
が
、

i
i争

φ
;
;こ
れ
ら
総
崩
棋
の
発
脳
出
仲
休
、
一
に
箇
鉄
常
盤
制
緩
・
絞
関
線
の
酔
暗
然
と
充
実
に
よ
る
波
容
輸
送
力
の
確
保
に
あ
i
i
A曹

令
:
:
切
る
と
岩
田
え
ま
す
。
そ
こ
で
本
号
で
は
、
常
磐
線
関
係
の
う
ち
我
孫
子
絞
と
取
手
釈
の
ほ
ほ
中
海
地
点
九
の

i
:
φ

AVi--新
聞
臥
〈
仮
称
古
八
三
食
欲
)
設
鐙
の
問
題
を
取
事
上
げ
、
と
れ
ま
で
の
経
過
お
よ
び
見
返
し
な
ど
に
つ
い
て

i
t争

φ
iー
そ
の
相
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

:
-
i
i
i
i
j
i
-
-
:
:
j
e
t
-
-
:
s
i
z
-
-
-
i
j
i
-
-
:
!
:
z
i
-
-
i
i
z
-
-
A曹

市
と
し
て
隷
せ
ら
れ
た
問
題
で
ま
い
ま
し
た
α

も

あ

ち

ま

す

。

し

か

し

な

が

ら

、

線

総

領

十

ま
た
、
出
掛
絞
殺
綾
子
定
地
闘
周
年
に
い
た
争
、
機
鉄
内
の
予
仙
刷

、
必
崎
地
授
の
相
官
柏
崎
殺
時
酬
の
滋
み
ぐ
粂
の
部
品
金
銭
ち
の
制
対
樹
林
が
つ
い

あ
い
か
ら
し
て
、
…
河
も
単
・
〈
た
の
で
、
関
桝
数
滋
絡
に
対
し
ふ

級
制
黙
殺
畿
の
災
澗
慣
な
棚
刑
事
な
け
た
た
び
柑
制
緩
淡
授
の
議
間
開
会
将
N

れ
ば
な
ら
な
い
綾
織
に
き
て
お
な
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新

ち

ま

す

。

筑

波

関

陣

に

姿

ず

る

受

給

金

は

一

こ
の
波
紋
へ
の
新
絞
殺
後
間
同
鎗
七
千
万
m
m
〈
閥
抗
湾
総
持
拡
酬
明
途

瑚
摺
持
品
、
ど
存
じ
の
よ
う
に
七

1

拙
提
供
}
ほ
ど
で
る
る
と
の
と
主

八
布
十
掛
闘
に
醤
鉄
当
局
に
対
し
務
で
あ
争
、
樗
に
主
っ
て
ζ

り
よ

開
閉
し
、
着
々
と
そ
の
実
現
に
向
う
な
媛
大
な
負
担
(
鵠
耕
輔
糊
に
主

っ
て
安
衝
が
鏡
け
ら
れ
て
い
た
る
新
累
設
援
に
冨
討
す
る
察
業
後

む
で
す
が
、
昭
和
一
二
十
七
年
九
に
会
畿
地
元
負
強
〉
持
拡
出
掛
毅
な

月
七
ロ
H
来
閉
閣
に
発
生
し
た
我
孫
の
で
、
こ
れ
ら
負
滋
毅
滅
絞
っ

平
4

・
中
学
校
の
火
災
ハ
放
火
)
と
い
て
折
繍
閣
を
行
な
っ
た
総
茶
、

い
う
京
滋
昭
事
援
に
よ
る
校
舎
一
後
双
千
万
m
m
w
終
絞
に
ま
で

一
得
惑
の
た
め
、
側
関
欽
へ
の
新
釈
に
制
で
つ
け
宮
し
た
α
滋
者
絞
詩
句

殺
後
三
察
滋
予
紛
A

抵
の
榔
丹
念
鮎
刷
新
制
執
絞
際
決
議
に
ウ
き
綴
線
開
を

綴
が
た
た
な
く
な
ウ
て
し
ま
い
滋
ね
て
ま
い
争
ま
し
た
と
と
ろ

や
む
お
え
子
一
線
断
念
せ
ざ
る
昨
年
十
月
東
京
品
制
送
州
冨
瑠
時
間
現
総

を
え
な
い
主
ζ

ろ
と
な
っ
て
し
務
総
務
痴
係
お
よ
び
潟
市
耳
務
的

係
員
が
来
庁
し
、
怒
絞
殺
震
に

つ
い
て
種
々
議
貨
を
行
な
っ
た

後
で
、
さ
き
の
藷
擦
で
は
資
金

計
画
お
よ
び
訳
街
濁
泡
丹
援
浜

地
確
保
の
同
一
が
務
総
で
な
い
の

場
で
と
り
こ
粍
は
つ
い
て
詳
し

腕
く
記
述
し
、
誠
一
望
闘
の
践
し
な

駅
お
し
を
す
る
よ
う
に
と
め
鐙
ぷ

泌
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
綴
ゑ
に

窓
議
づ
い
て
的
年
十
月
二
十
六

明
日
に
語
勢
閣
の
人
内
同
併
設
刷
、

が
倒
悦
供
菅
波
附
川
柏
崎
の
な
d

陥
品
鯵
統

制
総
勢
閣
の
尚
子
校
楽
祭
、
新
銀

閣
帆
純
明
却
問
お
よ
び
そ
の
園
周
辺
地
域
の

毒
樹
開
発
計
濁
凶
な
ど
の
関
係
資
料

を
添
え
、
請
願
書
の
出
し
な
お

し
を
し
ま
し
た
。

〈うやささ鐙要事便物認可〉

会ミ

こ
れ
に
よ
程
、
策
常
用
品
黙
滋
繁

湖崎明周明、
M
M
本
格
品
別
に
新
閥
抗
没
後

に
つ
い
て
綴
液
・
検
討
会
行
な

っ
た
絞
殺
、
紬
抑
制
問
の
総
綾
令
緩

め
、
関
係
機
緩
和
徒
同
翼
線
葱
文

弘
叫
に
上
げ
る
と
こ
ろ
と
な
争
、

現
骨
組
問
問
液
支
社
に
お
い
て
悼
執
務

が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

も
な
く
関
東
支
社
と
し
て
む
結

論
が
出
向
さ
れ
る
と
と
と
思
わ
れ

ま
す
。
関
東
支
社
の
翁
議
が
注

さ
れ
る
と
、
書
類
は
さ
ら
に
箆

品
訳
本
社
に
上
げ
ら
れ
、
遊
撃
会

桂
民
税
の
申
告
相
談

丹
十
五
5
か
ら
申
告

今
年
も
関
税
ハ
所
得
税
v
k

地
方
税
(
開
問
人
世
帯
議
税
・
鐙
民

税
〉
の
や
皆
の
特
別
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

所
得
税
の
確
認
申
告
と
は
、

鱗
人
申
降
年
一
年
間
の
所
得
金

銭
な
ど
を
申
告
す
る
こ
主
で
す

海
築
、
工
業
、
裁
量
刑
や
、
そ
の

柏
崎
司
富
市
開
業
を
対
む
人
は
も
ち

ろ
ん
、
級
品

4

一
防
悶
附
お
で
も
給
与

吋は
v
M
丹
mw
後
終
日
か
…
健
制
酬
以
い
ふ
の

人
h
v
、
不
動
緩
め
線
被
な
ど
の

ん。
こ
の
出
削
批
判
い
に
つ
い
て
、
正
し

い
由
之
百
畿
の
欝
き
か
た
な
ど
、

い
っ
そ
う
m
円
治
ι
礼
申
告
主
納
税

が
祭
な
え
る
よ
う
説
明
会
を
行

な
い
ま
す
。

三

説

色

申

告

手

続

時
時
指
ザ
か
ら
出
窓
口
乎
畿
の
帥
問
棋
晶

化
を
は
か
る
た
絵
、
所
得
税
の

議
定
串
e

告
を
組
提
出
向
す
る
か
た
に

つ
い
て
は
、
相
関
人
事
業
副
都
町
申

告
書
と
仲
出
足
掛
毘
脂
綿
入
分
申
申
告

童
隔
を
組
提
出
尚
す
る
必
要
が
な
〈
な

9
ま
L
た。

こ
れ
ら
む
か
た
は
‘
一
泳
得
税

の
緩
や
比
率
分
譲
渡
訟
に
と
怯
眠
人

税
・
議
幾
裂
に
泌
す
る
ぶ
凶
ど

令
後
け
で
あ
哲
ま
す
の
で
.
こ

の
織
に
必
ず
知
出
入
し
て
く
だ
き

も

な
れ
朝
、
所
得
畿
の
出
叩
払
内
線
務

は
な
い
が
弔
間
同
人
象
情
粛
絞
ま
た

は
俊
民
税
指
策
会
義
務
の
あ
る

か
た
片
山
、
総
人
事
業
教
は
中
東
葛

支
庁
可
住
民
税
は
役
場
税
務
課

へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
向
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
ち
ま
す
の
で
設
意

し
て
く
だ
さ
い
。

金
町
一

に
ネ
ズ
ミ
退
治

七
日

t
十
九
日

月

)
師
同
ネ
ズ
ミ
ー
モ
ノ
プ
オ
i

ル
酢
酸
ナ
ト
空
ユ
ム
(
フ
ラ

-
P
I
F
)
 

V
駆
除
方
法

家
ネ
ズ
ミ
i
ネ
ズ
毛
が
出
向
て

き
そ
う
な
一
伐
に
十
俊
明
様
変
お

依
擦
な
ど
の
物
か
げ
が
よ

い
。
〉
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の

掛

糊

奇

阻

概

て

咽

鴻

鵠

州

議

に

間

関

品

目

事

腕

M
-
ネ
ズ
ミ
1
各
時
削
品
開
制
税
金
総
究
明

れ

、

滋

敏

悦

判

の

制

約

絞

殺

淡

に

つ

の

拘

蛸

泳

に

し

た

が

っ

て

く

だ

附

い

て

の

後

終

的

な

滋

糊

防

を

終

る

さ

い

。

問

主
い

5
チ
闘
が
と
ら
れ
る
わ
け

V
薬

剤

の

配

布

方

法

問

で

す

。

家

ネ

ズ

ミ

用

は

各

社

会

福

祉

恒

出

こ
れ
ま
で
の
陳
情
w
語

、

か

ら

ネ

ズ

ミ

時

弘

、

わ

た

く

し

た

ち

墨

田

団

体

長

か

ら

配

布

し

ま

…

育

児

相

談

し
て
、
鈴
合
的
に
判
断
し
ま
す
の
争
中
渓
に
数
々
の
蓄
を
あ
た
九
す
。
野
ネ
ズ
ミ
用
は
各
防
除
四
組
問
二
月
の
定
俄
育
児
相
殺
日
程

と

、

新

訳

設

援

決

定

の

目

見

通

し

て

い

ま

す

。

会

長

に

記

布

し

ま

す

。

神

強

制

聞

は

向

次

の

と

お

ち

は

非

常

に

明

る

く

、

早

け

れ

ば

た

と

へ

ば

、

農

作

物

を

荒

し

半

額

吋

負

担

し

ま

す

0

仰
ぎ
一
金
調
概
況
一
…
月
九
目
指
佐
官
又

一
貢
中
に
、
退
く
も
今
春
中
に
ま
わ
っ
た
号
、
円
安
祭
黙
の
媒
介

V
盗
致
事
馬
問
滅
、
分
一
一
一
致
制
官
一
五
十
六
日

問

時

日

抑

制

口

M
M
mぺ
れ

れ

は

…

…

誌

は

日

開

案

雪

十

げ

る

た

め

、

一

に

や

ま

草

綴

新

絞

殺

銭

の

決

定

が

ス

ム

ー

で

す

ま

す

。

ヨ

織

し

て

い

た

ど

き

ま

幻

盟

関

…

…

一

一

万

一

M

A
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
関
東
文
狩
で
は
句
綴
融
干
の
と
お
事
、

a

間
決
加
知
子
市
ヤ
災
会
協
同
鋭

校
、
闘
関
鉄
本
校
滋
帥
欄
品
閣
に
対
し
蜘
同
市
内
の
ネ
ズ
ミ
会
後
統
的
に
総
な
お
、
総
数
に
え
事
官
主
N

S

て
さ
ら
に
臨
時
後
七
匂
渓
ね
て
ま
い
ぬ
し
、
仲
悼
み
よ
い
駒
内
づ
〈
}

f

る
と
き
は

m
t五
闘
機
け
て
山
待
問
問
は
問
問
れ
も
午
品
開
十
時
町
よ
9

2
t

ま

る

た

あ

、

室

長

ι

与
え
て

A
t
o
m士

一
言
で
午
後
一
持
よ
豆
一
一

山
特
ま
で
、
母
子
4
7
柑
慨
を
忘
れ
ず

以
上
、
組
制
絞
殺
後
附
川
崎
閣
に
市
山
口
一
斉
ネ
ズ
ミ
綴
総
会
行
な
い
②
努
ネ
メ
ミ
駆
除
毅
刻
は
、
入
山
滋
持
参
下
さ
い
。

い

て

、

こ

れ

ま

で

の

経

過

、

務

ま

ナ

め

で

ど

協

力

く

だ

さ

い

窃

や

家

吉

田

に

大

変

肖

容

で

す

か

山

ま

ら

ぴ

見

通

し

に

つ

い

て

述

主

筆

総

量

級

い

に

充

分

注

意

し

て

…

柔

道

の

昇

段

試

験

べ
ま
し
た
が
‘
新
訳
設
隊
問
穣
ニ
川
十
七

8
2十
九

日

の

さ

く

た

さ

い

。

山

柔

道

昭

昇

段

一

試

験

を

受

け

た

の

ほ

か

の

常

盤

線

復

々

線

化

、

担

問

③

開

制

徐

実

施

後

の

矧

は

危

険

で

山

い

方

は

次

の

褒

絹

闘

で

診

し

込

み

と
れ
に
晶
W
5我
孫
子
駅
の
改
修

V
実

施

一

弘

措

執

す

か

ら

一

一

踊

場

開

く

ら

い

立

ち

叩

く

だ

さ

い

。
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